
 

 

 

 

 

 

校長 鈴 木 晋 作 

 

 春休みの間は暖かな日々が続いていました。桜の開花も早まりそうですね。こんにちは。校長の

鈴木晋作です。本校２年目の勤務をさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

さて、令和３年度が始まりました。お子様のご入学、ご進級おめでとうございます。新型コロナ

ウイルスの影響を受け、世界中が今まで経験したことがない厳しい状況におかれています。そんな

中、始業式や入学式を迎えたお子様や保護者の皆様は、期待感とそれ以上に大きな不安感が入り混

じった状況ではないかとご推察申し上げます。 

 私たち高静小学校全４３名の教職員は、基本理念「一人一人の子供たちの幸せのために」をもと

に、全力で教育活動にあたる所存であります。子供の教育に携わる学校・家庭・地域が共通の認識

に立ち、子供の指導・助言・支援に当たることができますようご理解とご協力をお願いいたします。 

 始業式や着任式は、新型コロナウイルス対策のため、校内ｗｉｆｉを使い各教室において参加す

る形で行いました。私は、カメラに向かい、子供たちの顔を思い浮かべながら話をしました。以下、

始業式の中で私が子供たちに話したことをご紹介いたします。 

 

 

おはようございます。そして、進級おめでとうございます。みなさんが元気で始業式を迎えるこ

とができて、とてもうれしく思っています。今日は学校のお正月です。１年の中でとても大切な日、

出発の日です。まわりの友達みんなに「今年１年間、よろしくお願いします」という気持ちを大切

にもってほしいと思います。 

 さて、１年間の出発に当たり、みなさんにひとつお話をします。去年も同じ話をしました。大切

なことだと思いますので、もう一度お話をします。 

 それは「みんなちがって、みんないい」というお話です。みなさんは、一人一人顔も声も体も違

いますね。そして考え方もちがいますね。みんなちがっているのが当たり前ですね。もし、クラス

のみんなが同じ顔で、同じ体で、同じ考え方だったらどうでしょう。それはロボットのようかもし

れません。ちょっと怖いですよね。人間は、一人一人みんなちがっています。そして、みんなちが

っていることがすばらしいのです。楽しいのです。おもしろいのです。元気な子、おとなしい子、

大きな子、小さな子、運動が好きな子、勉強が好きな子、本を読むのが好きな子、おもしろい子、

はずかしがりやの子。おっちょこちょいな子、まじめな子、あの子もいい。この子もいい。もちろ

ん自分もいいのです。「みんなちがって、みんないい」のです。ですから、自分と考えが違うから

といって仲間はずれにしたり、ちょっと気に入らないから悪口を言ったりすることは、とても悲し

いことですね。さあ、学校での新しい生活が始まります。自分の考えや気持ちを大切にして、お友

達の考えや気持ちも大切にしてください。高静小学校５０５人みんなのちがいが集まれば、とてつ

もなく大きな力になりますよ。以上で校長先生のお話を終わります。 

 

一 誠 
■■ 学校の教育目標 ■■ 

○よく考え進んで学ぶ子 

○明るく心の豊かな子 

○じょうぶでたくましい子 

令和３年 ４月 ９日 
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